
１．市区町村

２．計画対象期間

令和 6年度 ～ 令和 10年度

３．対象市区町村における有機農業の現状と５年後に目指す目標
ア　有機農業の現状

イ　５年後に目指す目標

４．取組内容
ア　有機農業の生産段階の推進の取組

１　有機農業の普及
　有機農業を行っている農家及び、新規に有機農業に取り組む農業者を対象に、土づくり等の
有機農業技術講習会を開催し、栽培技術の向上や知識の習得を補助する。
２　有機農業の栽培技術の確立
　地元企業から出る鶏ふんを活用した有機質肥料を積極的に利用し、海陽町ならではの地域資
源循環型農業、環境保全型農業を確立を図る。

別添                            

海陽町

　海陽町は平成の名水百選に選ばれた清流海部川や宍喰川の豊富な水資源や温暖な気候条
件を活かし、水稲をはじめ、オクラ、洋人参、ブロッコリー等の露地野菜の栽培、きゅうりや花き等
の施設園芸などが盛んに行われている。
　しかしながら、農業従事者の高齢化による担い手の不足や農産品の価格低迷、資材、燃料費
の高騰など農業を取り巻く環境は悪化しており、耕作放棄地の増加が問題となっている。
　そこで、これらの問題・課題を解決するための取組の一つとして、有機農業を推進する。海陽
町では個人所有の家庭菜園を営む者も多く、またその中でも農薬を極力使わない栽培方法が
大半を占めることから有機栽培についての抵抗が少なく、今後は取組者の増加が見込まれる。
　今後、産地を拡大しつつ継続的な有機農産物の生産・消費体制を確立することは、農産物の
高付加価値化による農業者の収入や地域内消費の増加につながり、安定的かつ持続可能な農
業生産の実現に資する。また、近年、地元企業から出る鶏ふんを活用した有機質肥料の開発が
進んでおり、地域内資源を活用した循環型農業の推進は、環境負荷の低減に寄与する。
　しかしながら、本町では、有機農業の生産や流通、消費までの一貫した取組体制は確立され
ておらず、各取組方針の策定や試行的な導入が必要である。
　したがって、農業者のみならず、事業者や地域住民が関わる地域ぐるみの取組を推進すること
で、持続可能な町づくりを行うことを目的とし、関係者と連携して取組を進める。

海陽町有機農業実施計画

・露地野菜の有機農業の面積拡大（0.5ha以上拡大）
　現状値：0.44ha　→　目標値：0.94ha
・有機農業で生産された農産物等の販売数量の拡大（11ポイント以上）
　現状値：5,000kg　→　目標値：5,550kg
・有機農業に取り組む農業者数の拡大（5人以上拡大）
　現状値：3人　→　目標値：8人



イ　有機農業で生産された農産物の流通、加工、消費等の取組

５．取組の推進体制
ア　実施体制図

イ　関係者の役割

６．資金計画

別紙のとおり

７．本事業以外の関連事業の概要

８　みどりの食料システム法に基づく有機農業の推進方針について

９　その他（達成状況の評価、取組の周知等）

「計画の周知」
海陽町ホームページに掲載し広く周知を行います。

別紙のとおり

〇行政機関（海陽町・徳島県）
有機農業実施計画の実施に必要な事務、支援、エシカル消費の教育
〇市民・消費者
有機農産物の消費、食育及び情報発信
〇有機農業者
有機農業に係る取り組み（新規取組者の育成・指導、実践、ＰＲ活動）
〇農業者
有機農業転換への取組
〇農産物直売所・卸売市場・卸業者・有機農業者
有機農業者の育成、支援、販路拡大及び実需者へ有機農産物供給
〇旅館・飲食店・子ども食堂・小売店・加工業者
有機農産物の販路拡大、ＰＲ、商品開発

　徳島県みどりの食料システム戦略基本計画に基づき、特定区域との連携も行い事業を推進し
ます。

　海陽町では移住新規就農者育成総合対策事業による新規就農希望者への支援や、空き家バ
ンク及び空き家改修支援補助等及び都市圏で開催される移住者商談会等に積極的に参加しの
支援を積極的に行っています。今後も、遊休農地等の情報提供等が行われる体制等新たに有
機農業等に取組みやすい環境の構築を図ります。

１　加工関連の取組
（１）地場での加工食品の製造
　町内で生産された有機農産物を活用した加工商品を開発し、多様な需要に応じた地域独自
の新商品を売り出すことで、地域産品のブランディングを図る。

２　消費関連の取組
（１）有機農産物の活用促進
　消費者向けの講演会等を開催することにより、有機農業に対しての理解を深め、有機農業が
環境負荷低減や地球温暖化防止などＳＤＧｓの達成に貢献することを伝える。このことにより、町
内での有機農産物の活用を促進し、消費者の理解増進を図る。
(2)安定した消費・販売ルートの構築を推進
　生産された有機農産物を安定的に消費・販売を行えるルートの構築に向けて地産地消の考え
方を前提として、町内外へ積極的な消費・販売ルートの構築を図る。



５　資金計画
（円）

1 生産 1,734,000 1 生産 1,500,000 1 生産 300,000 1 生産 300,000 1 生産 300,000

技術実証 技術実証 技術実証 技術実証 技術実証

講習会等 講習会等 講習会等 講習会等 講習会等

2 流通・加工 515,000 2 流通・加工 322,000 2 流通・加工 100,000 2 流通・加工 100,000 2 流通・加工 100,000

加工品製造 加工品製造 加工品製造 加工品製造 加工品製造

3 消費 1,240,000 3 消費 1,200,000 3 消費 100,000 3 消費 100,000 3 消費 100,000

学校給食 学校給食 学校給食 学校給食 学校給食

ホームページ ホームページ ホームページ ホームページ ホームページ

マルシェ マルシェ マルシェ マルシェ マルシェ

区分

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度令和６年度


